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育 Realistic  mathematic  Education（略称
RME）と呼ばれる（高橋，2003）。 






































situations － 状況的 
紙や鉛筆を使ってではなく，現実世界の活動とし
て結合されるもの。 
model-of － 「 ～のモデル」 
   最初の水準のものが，紙と鉛筆によってモデル
化されたもの。「a  model  of  the situation」であ
り，解決プロセスには到達していない。 
model-for － 「 ～に向かうモデル」 
焦点が，数学的見地からの方略に変えられたも
の。「a  model  for  mathematical reasoning」であ
り，数学的な活動を記号化するよりも，数学的な
推論の手段として働く。 
formal knowledge － 形式的知識 
   標準的に記述されたアルゴリズム。 
 










































































































































































































































































































































































 以下に示す 1 から 11 は， Van den 
Heuvel-Panhuizen （ 2003 ） の 挙 げ て い る

























































































































































































































































































































活動である。図 18 で割合 0.5 をつくる場合，
（a）投げた数 20 を÷20 して 1 をつくり，そ
れに対応させ 10÷20 で 0.5 をつくる比例的推
論を用いた課題解決を行いつつ，（b）20 回















入った数 5 10 15 20 ･･･ 50 
投げた数 10 20 30 40 ･･･ 100 
図 18．溝口（2006）の倍の考えによる同じうまさ 
入った数 0 10 20 30 ･･･ 90 

















































になると，1 でないものを 1 と見て他方の数
との関係を表すことを要求される。児童が解












































図 19 のように 100 を基準量とみた場合，児
童は等分除的解釈や単位量あたりの考えを用

















する。この 1%あたりの大きさ 0.4 は，1 と 0.4，








































「20 を 1 とみる」ことだったり「40 を 1 とみ
る」ことだったりするだろう。無論何かを 1
や 100 と見る場合も考えられる。更に，「4
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 1      x               100 
図 19 




































Gravemeijer，K．(1997)．Mediating between con- 
crete and abstract. In T.Nunes & P.Bryant 
(eds.)，Leaning and Teaching Mathematics : 











育学会誌，第 84 巻，第 8 号，22-29． 
田端輝彦．(2003)．同種の量の割合の導入に
関する一考察．日本数学教育学会誌，第 85







巻，第 12 号，28-36． 
Van den Heuvel-Panhuizen，M．(2003)．The  
didactical use of models in realistic math- 
ematics education : an example from a lon- 
gitudinal trajectory on percentage. Educational  
Studies  in  Mathematics , 54 , 9 -35 . 
日野圭子．(1998)．フォーマルな方法はいか
に学ばれるか：ある 5 年生の教室から．筑




教育学会誌，第 90 巻，第 4 号，33-44． 
廣井弘敏．(2003)．小学校 5 年生に見られる
図による問題把握．日本数学教育学会誌，






とした活動の構成 －第 4 学年・除法の筆
算アルゴリズムの形成を目指した教授実験
を通して－．上越数学教育研究，第 14 号，
99-110． 
  
